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通算 第2140回   卓話　小島敏男名誉会員 令和6年8月7日

◎司会：中山 康徳 正 SAA　◎点鐘：清水会長

会長挨拶
清水 利夫　会長

〈本日 8/21 のプログラム〉
会員卓話

野中弘之会員　

例会日 出席 欠席 MU 出席率
8.7 9 8 0 53%

幹事報告
宮川　進　幹事

地区事務所より

　ロータリー財団セミナーの案内

　　9/7（土）国立女性教育会館　8/9 迄　

熊谷市国際交流会より

　シェイクハンズ 99 号

　会費納入依頼（令和 6 年度分）

熊谷籠原 RC より年度計画書が届いています。（事務局に保

管）

知って得する身近な法律（4）
本日は、「国旗及び国歌に関する法律」について説明します。

皆様は司会の方から

「国歌 君が代のご斉唱をお願いします。」といわれれば、素

直に「君が代」を唄い出すと思われます。しかしながら、正

式には、チャンと「国旗及び国歌に関する法律」という法律

があります。これは、平成 11 年 8 月 13 日に制定されたも

のであって、同日に施行されました。別途資料のとおり。

この法律によって、

　①　国旗は日章旗ですよ。

　②　国歌は「君が代」ですよ。

と定められているのです。

第 2 回 理事会

1. 前年度収支報告の件　　会計より　（収支報告書添付）　
承認

2. 8・9 月プログラム　（8/8 岩崎会員に確認してから）



kumagaya-east-rc.com5-2

〈次回 8/ 28 のプログラム〉
夕刻移動家族例会（納涼）

ニコニコ BOX
市川 富夫　委員長

清水会長・宮川幹事
名誉会員小島敏男様、毎回有意義な卓話ありがとうございま

す。本日も宜しくお願いします。本日は立秋ですが、残暑が厳

しいです。会員の皆様ご自愛下さい。

清水利夫会長
名誉会員の小島先生の卓話、楽しみにしていました。よろしく

お願い申し上げます。

野中弘之会員
小島名誉会員のお話楽しみです。よろしくお願い致します。

小川智会員
名誉会員小島先生の卓話を楽しみにしておりました。

混沌とした日本政治をザックリと切って頂きたいです。宜しくお

願い致します。

中山康徳会員
本日はお忙しい中、小島名誉会員の卓話ありがとうございます。

楽しみにしていました。

浅井純次会員
小島様、ご多忙中の所、お出でいただき誠にありがとうござい

ます。卓話楽しみにしておりました。

ニコニコ BOX 本日 累計

8.7 ￥10,000 ¥78,000

小島敏男様　ようこそお越しくださいました。

来賓紹介
宮川　進　幹事

熊谷東ロータリークラブの皆さんにはいつもお世話になってお

ります。今回卓話の依頼を受けたのが、熊谷市議会議員であ

る息子、正泰が議長に就任した直後でした。40 年前ほど前に

同じ立場にあった私にとって、当時を振り返る機会となりまし

た。

私が市議会議員に当選したのは昭和 46 年、今から 46 年前

のことです。当時 31 歳でしたが、熊谷青年会議所の仲間を

中心としたグループで、他多くの方々のご支援をいただき、第

卓話
小島  敏男 名誉会員

２位で初陣を飾ることが出来ました。当時市民の関心が高く、

36 名定員に対し58 名が立候補、つまり 22 名が落選すると

いう激戦でした。選挙法も厳しくなく、陣営の夜食は自由（鰻、

寿司、カツ丼・・・）で、酒は飲み放題、今では考えられな

い状況ですが、それが当たり前のことでした。

議員本人に対する規制も緩く、２年目には２ヶ月弱で世界一周

旅行に出掛けることも出来ました。

行政視察を目的にして、アメリカはじめ９カ国 14 都市を走り

抜けました。この時の経験は市議会議員時代はもちろん、そ

の後の県議会議員、衆議院議員の活動にどれほど役に立った

かは計り知れません。帰国後、仮庁舎で行われた議会にて、

国際化の必要性と将来の子ども達の為に姉妹都市締結を進め

るべき、と一般質問をしたことを今でも鮮明に覚えています。

時が経ち３期目の時、初めて議長選に関わることになりました。

議長になるには第１が運、第２は仲間の為に汗をかくことが求

められます。幸い私の場合は10 歳年上で同期の小林一夫（後

の市長）が出馬しておりましたので、先輩方を差し置いて彼が

議長になる為に最大限の努力をしました。そして任期を終えた

小林さんから「次は小島が出ろ」という言葉をいただきました。

議長の立候補は通常 2 名ほどが立候補し、話し合いなどで決

まることが慣例なのですが、この時は小さな保守系会派で 4

名が手を挙げました。投票の際、筆跡で誰が誰に投票したかは、

一目瞭然なのでそれは避けたい、ということで苦肉の策の結果

が予め記載された氏名に◯を付けるというものでした。

開票の結果、幸いにも議長に任命されましたが、２度とこのよ

うなことはしたくないと思いましたし、その時が最初で最後だっ

たようです。

合併後も新しい議長が進行中ですが、市民の代表集団として

大いに期待をしています。


